
●道徳教育推進教師を中心としたカリキュラム・マネジメントの取組 

本年度は，「道徳教育全体計画（別葉）」の様式を一新し，道徳推進教師を中心に全教職員で内

容の充実を図っている。また，各学年で「総合単元的な道徳学習プログラム」を計画・実施する

など，カリキュラム・マネジメントの視点を持って道徳教育を推進している。 

 

 

 

 

道徳科におけるカリキュラム・マネジメントの一環として，学年ごとに「総合単元的な道徳学

習プログラム」を設定し，本時の授業と各教科・領域等との関連を系統的に示しています。 

作成に当たっては，本年度様式を一新した道

徳教育全体計画（別葉）を活用している。ま

た，この指導計画と様式を合わせる形で，生

徒の振り返りシートを作成し，活用している。 

「総合単元的な道徳学習プログラム」の計画・実施 

 

 

今年度より，道徳教育全体計画（別葉）の効果的な活用を目指し，内容項目ごとに各教科等と

の道徳教育との関連の明確化を図るために，下の図のように様式を一新しました。これを基に総

合単元的な道徳学習プログラムを計画しています。 

道徳教育全体計画（別葉）の工夫改善 

 

国語 社会 数学 理科

（１）自主、自律、自由と責任

【日本の様々な地域】（7月）
【日本の諸地域】（9月～2月）
様々な課題について自由な考えをもち，責
任ある発言ができる。

（２）節度、節制

（３）向上心、個性の伸長
【見えないだけ】（4月）
詩を朗読しながら自己との対話を深めつつ，
自分自身のよさを伸ばしていくようにする。

（４）希望と勇気、克己と強い意志

【日本の諸地域】（10月～２月）
各地域の過疎化が進む地域をどのようにし
て活性化していくのか目標を設定し，様々な
資料から失敗や課題に向き合い目標達成で
きるよう協調性を重視して考える。

【式の計算】（４月）
【連立方程式】（６月）
「計算間違いをしない」「正しく計算する」など
の高い目標を設定し，それを達成する。

（５）真理の探究、創造

【一次関数】（９月）
世の中の事象を関数ととらえて予測しようとす
る。
【図形の性質と調べ方】（１０・１１月）
【三角形・四角形】（１２月）
合同条件や定義を使って定理を証明したり，図
形の性質を確かめたりする。

【化学変化と原子・分子】（４月～６月）
【電流の性質とその利用】（１月～３月）
真実を大切にし，真理を探究して新しいもの
を生み出そうと努める。

２年生

Ａ

【単 元 名】（実施時期） 

どのように関連するのか 

具体的に記入 

内容項目ごとに各教科等と

の関連を表で整理 

上記の様式で道徳教育全体計画（別葉）を作成する利点  

① 各教科で扱う内容項目が整理されているので，道徳科の指導の際に参考になる。 

② 実施時期を参考にすることで，小単元の設定に役立つ。 

③ 教育活動の中で扱う機会が多い内容項目とそうでない内容項目が視覚化されることにより，道徳科で

特に重点を置いて指導すべき内容が明確になる。 

④ 各教科等における道徳教育との関連を明確にすることにより，各教科等の年間指導計画の「道徳教育

との関連」欄の内容を見直す機会となる。 

今年度実践したプログラム  

１学年「自分の良さ」発見プログラム 

～充実した生き方を追求するために！～ 

２学年 「リーダー」育成プログラム 

  ～よりよいリーダー学年になるために～ 

３学年「礼儀」向上プログラム 

～礼儀正しい大人になるために！～ 

 


